
学会記 事

第 3 回研究報告全国大会

第 3 回研究報告大会は 1982年 11月 6~i 両日，神戸大学で開催された。今回の特徴

は共通論題と して「日米欧三極関係」をおき，現在一番脚光をあびている貿易l祖察を

中心に，その他， 法律や政治 ・ 軍事問題についての報告があった。 EC委員会からの

特別講油もファソ ・ ライ氏の" Reflections on a Triangle " であ り， 共通論題とか

み合 うものであった。討論も貿易朕擦の問題が中心となったが， 仲々解決のむずか し

ぃ，政治的にも ， 経済の理論的面において も今後の一陪の探化が必要とされる ことが

痛惑された。本大会の報告のプログラムは以下の通りであ る。

なお丸山繁郎会員， 岩品久夫会員， 南義ii窪会員の報告は ， それぞれ独特な報告であ

ったが，主として御本人の都合によ り，本誌に掲載できなかった。

くプログラム〉

第 l 日 ( 1 1 月 6 日 ）

午前の 部

く自由論題〉 司会者 岡本苦八（同志社大学）
(1) 英国における性恙別問題とヨーロッバ共同体法

釜田泰介（同志社大学）

司会者 田中俊郎 （座應義路大学）
(2) EE C の工ネルギー政策と ACPへの工ネルギー援助について

丸山繁郎 （芝frli工業大学）

午後の部 司会者 桁水貞俊 （立命館大学）
(3) わが国の対欧直接投夜の諸問題

-13欧経済摩擦と関述して一—-

く共通論姐＞ （ 日 米欧三極関係）

(1) 日米欧通商痒掠の法律問題

(2) 日米欧三極1111貿易棉造の実証的分析
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箱木真澄 （福島大学）

司会者金子晃 （疫應義熟大学）

小原喜雄 （神戸大学）

司会者甜水貞俊

奥村茂次（大阪市立大学）

学会氾市

第 2 日 ( 11 月 7 日）

午前の部

く共通論題つづき〉 司会者 中原喜一郎（東海大学）

(3) 安全保悴の側面から見た日米関係と米欧関係

―El米安保と NA T Oの対比ー一

(4) 日欧経済J._祖擦に関する一考察

岩島久夫 （防衛研作所）

南義甜（信州大学）

午後の 部 司会者 野村昭夫（福岡大学）

(5) Reflections on a Triangle ファソ・ライ（駐日 EC委員会）

(6) 日欧貿易賑擦と主要産業の競争力格差について

出水宏ー（関東学院大学）

(7) 全体 討論

（なお， 所屈は学会報告当日のもの）

海外の学会および大学との交流

日本EC学会では， i毎外のEC関連学会および大学との問で相互の交流を深めるた

めに，研究大会等の俯報および機関誌の交換を開始しました。下記のリストは， 『 日

本EC学会年報』をお送りし， 交流の回答をいただいた諸機関です。会員皆様のご留

学， ご出張の際にお役立て下さい。先方から研究大会の案内や機関誌が送られてきて

おりますので，必要な方は事務局までご連絡下さい。

今回は本機関誌に対し，イ クリアの トリ ノ大学のヨ ーロッ パ研究所からアンドレア

・ コ｀ノバ教授 (Prof. Andrea Camba, lnstituto Univcrsitario di Studi Europci, Torino) 

の投稲を得ま した。ここに併記して謝意を表し ます。
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